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日時：2019 年 3 月 9 日（土）	 場所：ホテル・ニューオータニ東京	

	

構成員数	 2019 年 3 月 9 日	現在	 32 名	 出席者数	 		

	

ゲストビジター紹介	

(1)	バストガバナー	 猿渡	昌盛	様		

(2)	パスト会長	 濃畑	雄四郎	様	

(3)	山の手西グループ	グループ幹事	 鈴木	明彦	様	

(4)	元米山カウンセラー	 髙田	時男	様		

(5)	米山カウンセラー	 盛	洋子	様		

(6)	東京あけぼのRC	 杉浦	藤一郎	様	

(7)	米山資金推進副委員長	 松尾	英子	 様	

(8)	米山奨学委員	 加藤	叔兄	様	

(9)	東京中央新RC	 会長		椎野	登貴子	様	

(10)	米山カウンセラー	 上田	英男	様	

(11)	パブロ	フーガ	様	

(12)	米山記念奨学副委員長	 江川	明裕	様	

(13)	東京米山ロータリーEクラブ2750	 丸山	由佳里	様	

(14)	TIZA株式会社（沈会長のご友人）	 謝	祖界	様	

(15)	朴会員のご友人	 村上	昴音	様	

(16)	米山学友、東京米山ロータリーEクラブ2750	 会長	 沈	佳琦	 様	

(17)	米山奨学生	 鄭	宰泳	様	
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(18)	米山奨学生	 賈	悦	様	

拡大補佐	吉井	栄	様	

拡大補佐	中野	陽一	様	

2.	会長報告	

なし	

3.	幹事報告（会長の出張により幹事代行）	

・ロータリーデー（5/12（日））開催の出店アイディア	

・第２７５０地区ロータリーデー用ポロシャツ販売について	

・東京成城新ロータリークラブ	 クラブ創立30周年記念事業	

・「とっておきの音楽祭	 東京世田谷in烏山」のご案内	

・米山奨学生期間終了式のご案内	

・姉妹地区	国際ロータリー第３４８１地区（台湾）地区大会のお知らせ	

・第3回「東京の水文化を守るフォーラム」開催のご案内	

	

奨学金	 贈呈	

米山奨学生	 	

鄭	宰泳（ちょん	 じぇよん）様、賈	悦（か	 えつ）様、李	桐（り	 とう）様	

4.	委員会報告	

なし	

５.	ニコニコボックス	

後藤会長よりニコニコ頂きました。		

	

６．研究発表会：①鄭	宰泳	 様「専攻である化学工学の研究内容について」	

・触媒は化学反応を促進させるものである。	

・触媒を作る。	

・触媒を作るため、高効率な方法として、マイクロ波プラズマを利用する。	

・プラズマとは気体にさらなるエネルギーを加えることで生成できる。	

・マイクロ波プラズマは気体にエネルギー源としてマイクロ波を照射することで生成できるプ

ラズマの一種類である。	

・マイクロ波プラズマの特徴は高温および高反応性である。	

・典型的な方法である電気炉を用いた調整方との比較を行う。	

	

研究発表会：②賈	悦	 様「子どもの利益のための面会交流」	

日本において、離婚件数は 2002 年をピークに減少傾向にありますが、未成年の子どもを持つ夫

婦は全離婚件数の 6 割を占めています。また、近年、面会交流や養育費など子どもの監護に関

する処分の事件数が増加傾向にあります。現行法の元で、両親の離婚により、親権の争い、母

子家庭の貧困、面会交流や養育費の取決めならびに履行低迷等の問題が生じ、子どもの利益が

十分に保護できない現状にあります。このような状況を踏まえて、2011 年面会交流および養育

費が民法第 766 条に明文化されるとともに、離婚届に面会交流および養育費のチェック欄が新

設する等法律改正が行われました。しかし、この改正では、子どもが置かれた環境が十分に改

善したとは言いがたいです。そのため、いかに子どもの利益が守られる法制度を構築すべきか

に着目して研究していきたいと思います。	
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研究発表会：③李	桐	 様「深層学習による自然言語処理」	

日本語などの我々人間が日常の意思疎通に使われている自然言語は、曖昧性があると進化続け

ているなどの特性があるため、コンピュータ処理させるときにいろんな難点があります。一

方、転移学習と呼ばれる深層学習の分野における手法の一つは、データの増加と計算力の向上

と伴い、自然言語処理分野の様々なタスクにおいて性能の向上を遂げました。そこで、転移学

習の手法を用いて、形態素解析というタスクに試みしました。	

	

研究発表会：④沈	佳琦	 様「生活特化型日本語学習アプリの開発について」	

	 	 	 	 	 	 －漢字から文章への縦断的学習－	

2018 年 6 月現在、非漢字圏出身の在日外国人数は	213 万 5,022 人に達した中、在日外国人への

行政の対応が追い付いていないのである。また、既存の漢字教材や学習アプリは文字の習得レ

ベルに留まり、読解教材も語彙レベルからのものがほとんどである。	

本開発では、漢字学習を読解に意識付けできるアプリを目指し、①非漢字圏出身の在日外国人

は居住地域の情報を素早く収集でき、住みやすい環境を作り出せること；②文法知識を積み上

げていない外国人でも独学で漢字から読解へ縦断的に学ぶことを目的とする。	

	

米山記念奨学副委員長	 江川明裕様より評価：	

大変素晴らしい研究発表会でした。	ロータリアンの寄付金がこのように日本で学ぶ外国人留学

生に奨学金を支給し､	このような素晴らしい研究発表が出来るというのは改めて米山記念奨学

事業の素晴らしさを感じました。	将来､	日本と世界とを結ぶ	｢懸け橋｣	となって国際社会で活

躍して欲しい。	

	

	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 31 年 3 月 9 日		

議事録作成者	朴貞子	 	 		

次回	日時/場所	

日時	平成 31 年 3 月 13 日（水）19 時 30 分	 場所	 ホテル・ニューオータニ東京 

	
	

	


